
倉
掛
少
年
団
や
消
防
団
第
三

部
有
志
は
、
午
前
八
時
に
郷
社

足
次
山
神
社
へ
集
合
。
道
中
安

全
の
お
祓
い
を
受
け
、
記
念
写

真
撮
影
後
、
境
内
か
ら
町
内
へ

と
出
発
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
一
行
は
先
導
車

の
お
囃
子
と
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、

ワ
ッ
シ
ョ
イ
！
」
の
大
き
な
掛

け
声
を
響
か
せ
な
が
ら
約
三
時

間
半
か
ら
六
時
間
を
か
け
て
関

係
地
区
内
を
一
巡
、
大
祭
を
盛

り
上
げ
た
。

少
年
団
み
こ
し
の
行
列
に

は
、
鬼
や
獅
子
に
扮
し
た
自
治

連
合
会
役
員
や
小
学
３
年
生
以

下
の
児
童
ら
二
十
数
人
が
加
わ

り
、
自
ら
も
伝
統
の
鬼
祭
り
を

楽
し
ん
だ
。

倉
掛
少
年
団
と
同
育
成
会
が

十
月
十
二
日
、
倉
掛
公
園
な
ど

の
清
掃
奉
仕
活
動
を
実
施
し
、

約
四
十
人
が
作
業
に
汗
を
流
し

た
。小

田
川
土
手
は
今
秋
、
例
年

に
な
く
多
く
の
ツ
ル
性
植
物
が

桜
の
枝
に
巻
き
つ
き
、
草
刈
り

機
持
参
で
応
援
に
駆
け
つ
け
た

自
治
連
合
会
関
係
者
も
悪
戦
苦

闘
を
強
い
ら
れ
た
。

育
成
会
の
渡
辺
伸
太
郎
会
長

は
「
団
員
減
少
に
伴
い
一
人
当

た
り
の
作
業
量
は
ず
い
ぶ
ん
増

え
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、

自
治
連
合
会
の
ご
支
援
は
励
み

に
も
な
り
助
か
り
ま
す
。
有
り

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
礼
を

述
べ
て
い
た
。

◇

◇

十
一
月
十
六
日
に
は
、
Ｊ
Ａ

岡
山
西
駐
車
場
を
集
積
所
に
借

り
て
資
源
回
収
が
行
わ
れ
、
団

員
ら
四
十
五
人
が
参
加
し
た
。

作
業
は
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
始
ま
り
、
ト
ラ
ッ
ク
七
台
で

倉
掛
地
内
を
回
り
、
新
聞
や
雑

誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
や
ア
ル
ミ
缶

な
ど
を
回
収
。
業
者
の
ト
ラ
ッ

ク
や
パ
ッ
カ
ー
車
へ
の
積
み
替

え
作
業
に
追
わ
れ
た
。

育
成
会
員
ら
は
「
先
週
だ
っ

た
ら
雨
。
き
ょ
う
は
よ
い
天
気

で
作
業
も
は
か
ど
り
助
か
り
ま

し
た
。
地
域
の
皆
様
に
は
多
大

な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
感
謝
し

て
い
た
。

倉
掛
少
年
団
が
十
一
月
九

日
、
つ
ど
え
～
る
で
夜
警
活
動

の
出
発
式
を
行
い
、
団
員
や
育

成
会
員
を
は
じ
め
、
小
学
校
、

自
治
連
合
会
、
消
防
団
関
係
者

ら
約
五
十
人
が
出
席
し
た
。

開
会
に
あ
た
っ
て
育
成
会
の

渡
辺
伸
太
郎
会
長
は
「
き
ょ
う

か
ら
二
日
間
、
防
火
意
識
を
も

っ
て
、
大
き
な
声
で
呼
び
掛
け

よ
う
」
と
挨
拶
。
続
い
て
井
原

小
学
校
の
落
合
敏
恵
校
長
は

「
倉
掛
で
は
珍
し
く
子
ど
も

た
ち
の
防
火
活
動
が
今
も
続

い
て
お
り
す
ば
ら
し
い
」
と

長
期
の
活
動
を
称
え
た
。

倉
掛
自
治
連
合
会
の
細
羽

正
敏
会
長
と
井
原
分
団
第
３

部
の
竹
内
誠
部
長
も
「
少
年

団
も
し
っ
か
り
と
防
火
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
激
励
し
た
。

こ
の
あ
と
少
年
団
員
ら
は

「
マ
ッ
チ
一
本
火
事
の
も

と
」
「
サ
ン
マ
焼
い
て
も
家

焼
く
な
」
な
ど
と
拍
子
木
を

打
ち
な
が
ら
倉
掛
地
内
を
巡
回

し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域

福
祉
、
祭
り
や
ス
ポ
ー
ツ
、

人
々
の
暮
ら
し
な
ど
、
ま
ち
づ

く
り
を
題
材
と
し
た
「
２
０
１

４
つ
ど
え
～
る
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
」
の
応
募
締
切
が
十
二
月
七

日
に
迫
っ
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
は
昨
年
に
続
い

て
二
回
目
。
出
品
規
定
は
市
内

在
住
か
勤
務
の
方
で
一
人
三
点

以
内
。
写
真
の
サ
イ
ズ
は
Ａ
４

又
は
四
つ
切
サ
イ
ズ
で
額
入

り
。
表
彰
は
金
賞
一
点
、
銀
賞

二
点
、
銅
賞
三
点
、
特
別
賞
は

五
点
以
内
。
副
賞
も
あ
る
。

申
込
窓
口
は
井
原
市
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー
・
つ
ど
え
～
る
事

務
局
。
（
６
２
|

９
０
９
０
）

井
原
駅
前
通
り
の
旧
ポ
ニ
ー

跡
地
へ
建
設
し
て
い
た
店
舗
の

完
成
に
伴
い
、
㈱
な
か
や
ま
牧

場
ハ
ー
ト
井
原
店
が
十
一
月
二

十
九
日
、
オ
ー
プ
ン
す
る
。

競
売
で
井
原
新
商
店
街
組
合

の
土
地
建
物
を
取
得
し
た
福
山

市
の
介
護
福
祉
事
業
者
が
古
い

ビ
ル
を
解
体
。
ハ
ー
ト
井
原
店

の
入
る
商
業
施
設
新
築
に
今
年

七
月
着
工
し
た
。

肉
牛
の
生
産
・
加
工
・
販
売

を
行
う
㈱
な
か
や
ま
牧
場
で

は
、
地
元
産
の
農
産
物
販
売
に

も
力
を
注
ぎ
た
い
と
の
考
え
を

示
し
て
い
る
。

協力／中国新聞井原販売所 倉 掛 新 聞 平成26年11月26日発行 第108号

〈 発 行 所 〉

倉 掛 自 治 連 合 会

井原市井原町倉掛

会 長 ／ 細 羽 正 敏

〈 編 集 〉

倉 掛 自 治 連 合 会

倉 掛 少 年 団 育 成 会

消防井 原 分団 第３部

（１）

倉掛自治会 http://www.ibara.ne.jp/~kurakake/

「火の用心」
少年団が防火呼び掛け

11
月
29
日
オ
ー
プ
ン

倉
掛
少
年
団

奉

仕

作

業

長 期活 動に 賛辞

鬼
や
神
楽

み
こ
し
や
千
歳
楽

井
原
町
秋
季
大
祭
の
十
月
二
十
六
日
、
郷
社
足
次
山
神
社
で

は
神
事
に
続
い
て
、
み
こ
し
や
千
歳
楽
の
安
全
祈
願
祭
が
執
り

行
わ
れ
、
午
後
か
ら
も
備
中
神
楽
な
ど
で
終
日
賑
わ
っ
た
。

井 原 町 秋 季 大 祭

応
募
締
切
は
12
月
７
日

つ
ど
え
～
る
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

ハ
ー
ト
井
原
店

市街地を回って防火を呼び掛ける倉掛少年団員

秋
祭
り
の
主
役
で
あ
る
鬼
も

近
年
は
女
子
が
増
え
て
い
る

備
中
神
楽
を
楽
し
む
氏
子
ら
＝
郷
社
境
内



ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ

ン
あ
す
は
が
十
月
六
日
、
赤
穂

方
面
へ
の
日
帰
り
研
修
旅
行
を

実
施
し
、
会
員
ら
二
十
九
人
が

参
加
し
た
。

心
配
さ
れ
た
台
風
１
８
号
も

東
へ
抜
け
、
一
行
を
乗
せ
た
バ

ス
は
午
前
九
時
に
つ
ど
え
～
る

を
出
発
し
、
約
二
時
間
で
目
的

地
の
赤
穂
城
址
へ
到
着
。
大
石

神
社
・
義
士
宝
物
館
・
大
石
庭

園
な
ど
を
見
学
後
、
と
も
え
屋

で
和
や
か
に
昼
食
を
と
っ
た
。

帰
り
は
備
前
市
の
黒
井
山
グ
リ

ー
ン
パ
ー
ク
へ
立
ち
寄
り
、
午

後
四
時
頃
に
井
原
へ
帰
着
。

会
員
ら
は
「
天
気
も
良
く
て

楽
し
か
っ
た
で
す
ね
」
な
ど
と

一
日
を
振
り
返
っ
て
い
た
。

２
０
１
４
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
が
十
月
二

十
九
日
に
あ
り
、
最
優
秀
賞
の

倉
掛
四
組
山
本
俊
行
さ
ん
、
優

秀
賞
の
同
七
組
山
岡
弘
幸
さ
ん

に
、
コ
ン
テ
ス
ト
実
行
委
員
会

の
安
井
佐
代
子
委
員
長
か
ら
賞

状
と
副
賞
の
プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど

が
贈
ら
れ
た
。

倉
掛
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
の
二

十
一
人
が
十
一
月
二
十
三
日
午

前
八
時
、
徳
島
県
の
祖
谷
か
ず

ら
橋
（
全
長
45
ｍ
）
を
訪
ね
る

親
睦
旅
行
に
出
発
し
た
。

午
前
十
一
時
前
、
昼
食
を
と

る
ホ
テ
ル
へ
着
き
、
送
迎
用
ボ

ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
で
吊
り
橋
の
入

口
へ
。
高
所
が
苦
手
な
メ
ン
バ

ー
ら
は
手
す
り
を
握
り
し
め
、

揺
れ
や
踏
み
板
の
広
い
隙
間
に

眉
を
ひ
そ
め
な
が
ら
恐
る
恐
る

前
進
。
約
十
分
後
、
全
員
が
無

事
に
渡
り
切
り
「
ス
リ
ル
満

点
」
と
表
情
を
緩
め
た
。

帰
り
は
大
歩
危
や
善
通
寺
へ

立
ち
寄
り
、
晩
秋
の
一
日
を
楽

し
ん
だ
。

三
世
代
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

交
流
会
が
郷
社
で
九
月
二
十
八

日
、
倉
掛
少
年
団
や
サ
ロ
ン
あ

す
は
の
関
係
者
約
五
十
人
が
参

加
し
て
開
か
れ
た
。

午
前
九
時
、
七
組
が
同
時
ス

タ
ー
ト
。
２
ラ
ウ
ン
ド
１
６
ホ

ー
ル
の
合
計
打
数
で
競
っ
た
。

結
果
、
少
年
団
の
部
は
５
年

渡
辺
晴
希
君
、
育
成
会
の
部
は

大
坪
正
和
さ
ん
、
サ
ロ
ン
の
部

は
妹
尾
一
成
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ

優
勝
を
飾
っ
た
。
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11/29  井原陸上競技選手権大会

12/ 7  井原新体操フェスティバル

12/ 7  井原分団第３部試運転日

12/ 7  サロンあすはクリスマス会

12/ 7  倉掛少年団クリスマス会

12/13  資源の日

古紙古着・廃食油回収

7：30～9：00

12/13  協働のまちづくり講演会

講師：笠井信輔氏

12/13  倉掛自治連合会

役員会＆防犯パトロール

12/14  井原市駅伝競走大会

12/17  つどえ～る写真コンテスト

作品展示 12/17～1/11

12/21  全国高校駅伝競走大会

12/28.29 井原分団第３部夜警活動

1/ 1  郷社新年祈願祭 1/1～3

◎ 倉掛パソコンクラブは毎週土日開催

（２）

◆ 行 事 予 定 ◆倉 掛 ほ っ と 情 報

岡山県高校駅伝
大会が１１月２
日、井原市陸上
競技場を発着点
に開かれ、熱戦

を繰り広げた。
結果、男子は倉
敷が３７連覇、
女子は興譲館が

１６連覇を達
成。倉掛関係で
は男子２９校中
２位に入った興

譲館の２年山岡友紀選手が２区（３km）、同

３年田原博己選手（写真上）が６区（５km）
へそれぞれ出場し健闘した。

■岡山県高校駅伝競走大会

赤
穂
城
址
の
中
に
あ
る
大
石
神
社
に
て
＝
十
月
六
日

サ
ロ
ン
あ
す
は
日
帰
り
旅
行

２９人参加「楽しい一日でした」

≪少年団の部≫

氏 名 1R 2R 計

① 渡辺 晴希 29 21 50

② 渡辺 凪紗 29 24 53

③ 山成健太郎 25 29 54

④ 岡野 朱夏 27 28 55

⑤ 大坪 美友 30 26 56

⑥ 浜田 光 30 26 56

≪育成会の部≫

氏 名 1R 2R 計

① 大坪 正和 18 24 42

② 丸山 剛 24 23 47

③ 村上 達也 23 25 48

④ 渡辺 絵未 21 27 48

⑤ 黒崎 英夫 24 25 49

⑥ 江草 守 27 23 50

≪サロンの部≫

氏 名 1R 2R 計

① 妹尾 一成 23 19 42

② 森 梅子 17 27 44

③ 原田 明 22 22 44

④ 田原耕太郎 23 21 44

⑤ 寺内知久子 21 24 45

⑥ 西村 敏明 25 20 45

三
世
代
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
交
流
会

晩秋のかずら橋へ
倉 掛 パ ソ コ ン ク ラ ブ

倉
掛
の
山
本
さ
ん

山
岡
さ
ん
が
入
賞

緑
の
カ
ー
テ
ン

コ
ン

テ
ス

ト

山岡さん（左）と山本さん（右）


